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万
葉
集
に
あ
る
「
秋
の
七
種
」
関
連
の
和
歌

を
あ
げ
る
と
、

届
笥
秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を
指
折
り

か
き
数
ふ
れ
ば
七
種
の
花

園
弱
萩
之
花
乎
花
葛
花
窪
麦
之
花
姫
部
志

又
藤
袴
朝
臭
之
花

「
萩
の
花
尾
花
葛
花
な
で
し
こ
の
花
を
み

な
へ
し
ま
た
藤
袴
朝
貌
の
花
」

圏
置
朝
貝
（
原
文
は
白
の
下
に
七
）
朝
露

負
咲
雌
云
暮
陰
社
咲
益
家
礼

「
朝
顔
は
朝
露
負
ひ
て
咲
く
と
い
へ
ど
夕

陰
に
こ
そ
咲
き
ま
さ
り
け
れ
」

隠
忍
展
韓
恋
者
死
友
灼
熱
色
庭
不
出
朝
容

只
之
花

「
こ
い
ま
ろ
ぴ
恋
ひ
は
死
ぬ
と
も
い
ち
し

ろ
く
色
に
は
出
で
じ
朝
貌
の
花
」

隠
酎
言
出
而
云
者
忌
染
朝
貝
乃
穂
庭
開
不

出
恋
為
鴨

「
言
に
出
で
て
い
は
ぱ
ゆ
ゆ
し
み
朝
顔

の
穂
に
は
咲
き
出
ぬ
恋
も
す
る
か
も
」

朝
顔
（
朝
貌
）
は
人
目
に
付
き
や
す
い
花

な
の
か
？

万
葉
集
の
「
あ
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」
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一

誤
呂
和
我
目
豆
麻
比
等
波
左
久
礼
杼
安
佐

我
保
能
等
思
佐
倍
己
其
登
和
波
佐
可
流
我

倍「
わ
が
目
妻
人
は
雛
（
さ
）
く
れ
ど
あ
さ
が

ほ
の
年
さ
へ
こ
ご
と
吾
は
雛
か
る
が
へ
」

『
植
物
短
歌
辞
典
正
編
』
（
針
谷
鐘
吉
篇
、
加

島
書
店
）
の
「
あ
さ
が
お
」
の
項
に
は
次
の

よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

【
あ
さ
が
お
（
あ
さ
が
ほ
）
阿
佐
加
保
・
安

佐
我
保
・
朝
貌
・
樫
］

万
葉
集
の
中
に
詠
ま
れ
た
植
物
で
、
こ
れ

が
今
日
の
何
に
相
当
す
る
か
に
つ
き
、
古
来

次
の
四
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
一
）
む
く
げ
説
（
貝
原
益
軒
・
賀
茂
真
淵
・

鹿
持
雅
澄
・
加
藤
千
蔭
・
小
清
水
卓
二
）
、

（
二
）
き
き
ょ
う
説
（
藤
井
高
尚
・
殿
村
常

久
・
鴻
巣
盛
広
・
牧
野
富
太
郎
・
松
田
修
）
、

（
三
）
ひ
る
が
お
説
（
狩
谷
披
斎
）
、

（
四
）
あ
さ
が
お
説
（
伴
信
友
）
・

こ
れ
ら
の
説
の
中
で
（
二
）
が
一
般
に
最
も

妥
当
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
｝
と
あ
る
。

以
下
は
市
の
考
察
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顕
発
行
所
二
部
定
価
言
円
〒
三
円
）

〒
細
‐
蝿
京
都
市
左
京
区
下
鶴

半
木
町
京
祁
府
立
械
物
園
内

一
般
財
団
法
人

京
都
園
芸
倶
楽
部

魁
話
宅
平
毒
一
‐
宝
菱
（
直
通
）

振
替
口
座
堂
完
や
宝
壼
三

発
行
流
任
粁
木
脇
温
夫

を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
後
に

「
朝
臭
之
花
」
が
あ
り
、
「
朝
臭
」
は
「
朝
貌
」

と
同
じ
で
「
あ
さ
が
お
」
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
「
あ
さ
が
お
」
は
秋
の
七
種
の
内

の
一
種
な
の
で
、
そ
の
花
期
は
旧
歴
の
七
月

か
ら
九
月
（
新
暦
で
は
八
月
か
ら
十
月
頃
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朝
顔
以
外
の
七
種
を

見
る
と
、
萩
以
外
は
す
べ
て
草
本
で
あ
る
。

萩
は
落
葉
低
木
に
分
類
さ
れ
て
は
い
る
が
、

冬
に
は
茎
が
枯
れ
て
、
根
（
株
）
だ
け
が
残

る
。
こ
れ
は
宿
根
草
に
近
い
。

（
２
）
届
弓
番
の
歌
（
扇
鵠
番
と
セ
ッ
ト
の

歌
）
で
は
、
「
秋
の
野
に
咲
く
花
を
数
ふ
れ

ば
」
と
あ
る
の
で
、
「
野
に
咲
く
花
」
が
条

件
と
な
る
。
「
野
の
花
」
は
常
識
的
に
は
「
野

辺
の
草
花
」
を
連
想
す
る
。
萩
は
厳
密
に
は

木
本
か
も
知
れ
な
い
が
、
潅
木
で
あ
り
、
背

が
低
い
の
で
、
野
の
花
に
入
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ム
ク
ゲ
は
れ
っ
き
と
し

た
木
本
で
あ
り
、
「
野
に
咲
く
花
」
に
該
当

１
し
な
い
。

（
３
）
巴
晨
番
の
歌
に
よ
る
と
、
朝
顔
の
花

は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
咲
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
現
在
の
朝
顔
は
そ
の
花
が
夕
方
ま
で
は

も
た
な
い
の
で
こ
の
条
件
に
合
わ
な
い
。
こ

（
１
）
届
鵠
番
の
歌
は
、
秋
の
七
種
（
の
花
）

年
会
費
五
、
○
○
○
円

購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
過
年
度
会
費
未
納
の
方
は
併
せ
て
お
送
り
下
さ
い
。

振
替
口
座
は
三
矢
？
？
三
三
（
財
）
京
都
園
芸
倶
楽
部

払
込
金
受
領
票
を
以
て
当
倶
楽
部
の
領
収
書
に
代
え
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
願
い
ま
す
。
現
金
書
留
で
の
送
金
は
ご
遠
蝋
下
き
い
。

●
平
成
三
十
年
度
の
会
費
受
付
中

物
も
可
と
な
る
。
麻
は
花
穂
を
も
つ
植
物
で

あ
る
の
で
、
「
あ
さ
が
ほ
」
は
「
麻
が
穂
（
麻

の
穂
）
」
と
も
と
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
あ
さ
が
ほ
（
あ
さ
か
ほ
）

の
条
件
を
ま
と
め
る
と
、

の
条
件
に
合
う
の
は
上
記
の
四
花
で
は
キ

キ
ョ
ウ
の
み
か
？

（
４
）
隠
忍
番
の
歌
か
ら
は
あ
さ
が
お
が
目

立
つ
花
で
あ
る
印
象
が
あ
る
。
（
は
っ
き
り

と
顔
色
に
は
出
し
ま
す
ま
い
。
朝
顔
の
花
の

よ
う
に
は
）
↓
朝
顔
は
花
の
色
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
５
）
圏
計
の
歌
の
原
文
は
「
穂
庭
」
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
「
穂
」
は
「
花
の
穂
」
の
意

味
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
従
っ
て
「
あ
さ
が
ほ
」
は
花
穂
を
も
つ

植
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

温
羽
番
の
憶
良
の
歌
に
は
尾
花
す
な
わ
ち
ス

ス
キ
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
花
穂
を
も
つ
植

夕
方
の
方
が
綺
麗
。

〔
３
〕
花
色
・
花
形
な
ど
が
は
っ
き
り
し
て

い
て
、
目
立
つ
花

（
四
頁
四
段
に
つ
づ
く
）
、

こ
れ
は
秋
の
七
種
の
大
前
提
。

〔
２
〕
朝
か
ら
夕
方
ま
で
咲
い
て
い
る
花
で
、

〔
１
〕
秋
の
野
の
花
（
常
識
的
に
は
草
花
）
、
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○
十
一
月
例
会
記
（
二
七
一
回
）

十
一
月
六
日
に
名
勝
東
本
願
寺
渉
成
園

（
枳
殻
邸
）
を
尼
崎
博
正
京
都
造
形
芸
術
大

学
教
授
と
こ
の
名
勝
を
直
接
管
理
さ
れ
て
い

る
植
彌
加
藤
造
園
阪
上
富
男
・
松
本
宏
海
さ

ん
ら
の
案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。
枳
殻
邸
の

名
の
通
り
、
カ
ラ
タ
チ
を
た
く
さ
ん
植
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
古
い
絵
図
か
ら
、
こ
の
庭

園
の
歴
史
・
変
化
、
建
物
、
池
、
石
垣
、
灯

篭
、
手
水
鉢
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
ス
イ
レ
ン
が
覆
う
大
き
な
印
月
池

の
水
の
供
給
が
時
代
と
共
に
大
き
く
変
っ
た

こ
と
な
ど
、
一
般
の
見
学
で
は
知
り
得
な
い

知
識
、
こ
の
名
園
の
維
持
に
大
き
な
苦
労
の

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
台
風

二
一
号
の
被
害
は
大
き
く
、
大
木
が
何
本
も

倒
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
三
一

名
で
し
た
。

尼崎博正先生の説明

○
十
一
月
例
会
記
（
二
七
二
回
）

十
一
月
二
十
日
、
木
島
湿
夫
滋
賀
大
学
名

誉
教
授
か
ら
、
宮
沢
賢
治
が
作
っ
た
花
壇
に

つ
き
講
演
頂
き
ま
し
た
。
童
話
作
家
・
詩
人

で
あ
る
宮
沢
賢
治
は
花
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

多
く
の
花
壇
を
作
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
な
の

で
し
ょ
う
。
賢
治
は
生
活
す
な
わ
ち
芸
術
の

あ
る
生
き
が
い
を
送
る
た
め
、
花
壇
を
作
り
、

農
村
を
花
い
つ
ぱ
い
に
し
よ
う
考
え
ま
し
た
。

み
ず
か
ら
南
傾
花
壇
な
ど
幾
つ
も
の
花
壇
を

設
計
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
花
巻
病
院
花

壇
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
に
も
残
さ
れ

人
々
を
癒
し
続
け
て
い
ま
す
。
当
日
の
参
加

者
は
三
十
名
で
し
た
。

◆
二
七
五
例
会
の
ご
案
内
◆

講
演
植
物
の
い
の
ち
を
戴
く
「
食
べ
方
上
手

ｌ
健
康
寿
命
は
自
分
で
延
ば
せ
る
」

食
事
と
健
康
寿
命
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。

講
師
家
森
幸
男
氏
（
武
庫
川
女
子
大
学
国
際

健
康
開
発
研
究
所
所
長
）

日
時
二
月
二
二
日
（
金
）
午
後
一
時
半
よ
り

場
所
京
都
府
立
植
物
園
会
館
二
階
研
修
室

（
幹
事
森
田
・
木
島
）

色

〃

琴

木島会長

◆
二
七
六
例
会
の
ご
案
内
◆

講
演
椿
と
日
本
文
化
、
椿
は
な
ぜ
王
権
の

花
、
賀
茂
族
の
花
に
な
っ
た
の
か
》

古
事
記
の
仁
徳
天
皇
、
雄
略
天
皇
の
条
が

示
す
よ
う
に
椿
は
古
代
大
和
王
権
の
花
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
賀
茂
族
、
修
験
者
の
花
で

も
あ
り
、
京
都
上
賀
茂
神
社
で
も
御
園
橋
の

西
に
椿
原
町
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
椿
の

来
歴
を
探
り
、
日
本
と
い
う
国
の
成
立
の
過

程
に
つ
い
て
考
え
る
。

講
師
光
田
和
伸
氏
（
元
日
文
研
、
国
文
学
者
）

日
時
三
月
二
四
日
（
日
）
午
後
一
時
半
よ
り

場
所
京
都
府
立
植
物
園
会
館
二
階
研
修
室

（
幹
事
森
田
・
走
り
）

○
当
日
午
前
一
○
時
か
ら
役
員
会
を
開
き
ま
す
。

や
む
を
得
ず
役
員
会
を
欠
席
さ
れ
る
場
合

は
、
そ
の
旨
事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

○
当
日
午
前
一
○
時
か
ら
役
員
会
を
開
き
ま
す
。

や
む
を
得
ず
役
員
会
を
欠
席
さ
れ
る
場
合

は
、
そ
の
旨
事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

◆
第
五
九
回
つ
ば
き
展
ご
案
内
◆

テ
ー
マ
京
の
銘
椿
と
茶
花

開
催
日
平
成
三
一
年
三
月
二
二
日
（
金
）
～
二
四
日
（
日
）

場
所
京
都
府
立
植
物
園
内
植
物
園
会
館
一
階
展
示
室

展
示
内
容
京
の
銘
椿
、
茶
花
コ
ー
ナ
ー
、
主
な
園
芸
品
種
、
洋
種
ツ
バ
キ

関
連
行
事
講
演
会
（
第
二
七
六
例
会
）
三
月
二
四
日
（
日
）
午
後
一
時
三
○
分
よ
り

講
師
光
田
和
伸
氏
（
元
日
文
研
）
演
題
椿
と
日
本
文
化

園
内
ツ
バ
キ
園
探
訪
三
月
二
三
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら

主
催
京
都
園
芸
倶
楽
部
京
都
府
立
植
物
園

物
が
見
当
た
ら
な
い
。
第
四
の
条
件
を
外
す

と
、
キ
キ
ョ
ウ
で
も
好
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

第
二
の
条
件
を
完
全
に
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
。
キ
キ
ョ
ウ
は
朝
よ
り
夕

参
考
文
献

日
本
古
典
文
學
大
系
『
万
葉
集
」
（
岩
波
）

佐
佐
木
信
綱
編
『
新
訓
万
葉
集
』
（
岩
波
）

桜
井
満
訳
注
『
現
代
語
訳
対
照
万
葉
集
』
（
旺

文
社
）

を
ゆ
る
め
て
、
「
秋
の
野
に
咲
い
て
い
る
花

で
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
咲
い
て
お
り
、
か
つ

人
目
に
付
く
花
」
と
す
れ
ば
、
キ
キ
ョ
ウ
は

当
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
）

方
の
方
が
美
し
く
見
え
る
か
？
第
二
の
条
件

と
な
る
が
、
こ
の
四
条
件
を
全
部
満
た
す
植

ｒ
（
一
頁
四
段
よ
り
続
く
）

〔
４
〕
花
穂
を
も
つ
植
物

京都園芸倶楽部（フエイスブツク) https://www.facebook.com/kyotoengeiclubl923/


